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達が遅れ、その差は年齢が大きくなるにつれて拡大

する。

１．難聴が子どもの教育に及ぼす影響

子どもが心身ともに発達し学習している時期に聴覚に

障害が起こると、それが早い段階に起これば起こるほど、

子どもに与える影響はより深刻となる。同様に、問題の

発見と援助を初期の段階で適切に行えば行うほど、全体

的な発達に及ぼす影響の深刻度は小さいものとなる。重

い難聴の発見に比べて軽度から中等度の子どもの難聴の

発見は遅れることが多い｡聞こえているように見えるし、

言葉も発達しているように見えるからである。しかし、

音としては聞こえていても意味を理解しにくいままの状

態であったり、聴力型によっては音声の一部が聞こえて

ないまま成長し、後になって言語発達の問題に気がつく

場合もある。

１．３構文

①聴覚障害児は、短くて単純な文章を理解し使用する

ことではそれほど著しい遅れはみられない。

②聴覚障害児は、複雑な構造の文章が話されたり書か

れたりするのを正しく理解する能力が遅れる。

１．４学業成績

①多くの教科の成績に伸び悩みの影響が出る。特に読

解力と数の概念、抽象的な論理を必要とする課題に

おける遅れの影響が大きい。

②個別の教科指導や言語指導の機会が用意されない

と、聴覚障害児と正常な聴力の子どもたちとの学業

成績の差は学年が進むにつれて大きくなる。

１．１聴覚の障害を放っておくと以下の５つの影響

が子どもにあらわれる。

①聴覚を通して物事の意味を学ぶ聴能の発達の遅れが

言語の獲得を遅らせる。

②就学前に必要な発話能力と言語の理解力・表現力の

発達が遅れる。

③言語能力が十分でないので学習上の問題が起き、特

に言葉を使う教科の成績が落ちてしまう。

④コミュニケーションが円滑に行えないことから社会

的孤立感を感じ、自分についてのマイナスイメージ

を持つようになる。

⑤進路や職業の選択が限られてしまい生涯に渡って影

響が及ぶ。

１．５心理・社会性

①聴覚障害児は、孤独で自分には友達がいないという

悩みを持つことが多い。これは主として聴覚の障害に

より友人とのコミュニケーション関係がうまくいかな

い時に顕著である。

②心理社会的な問題は、重度な聴覚の障害を自己認識

した子どもよりも、軽度から中等度の聴覚障害児に

現れやすい。

③一方、健聴者との心理的・社会的な悩みから離れて

聴覚障害児だけの友人関係に安住しようとする傾向

も現れる。

聴覚の障害による教育への影響はそれぞれの子どもに

よって様々であるが、言語、学業、心理・社会性の面で

現れやすいいくつかの共通点がある。その特徴的なこと

をまとめてみる。

心配される以上のような傾向は、聴覚障害児が学校で

受けられるサポートサービスの量と質と時期、そして親

の関わり具合次第でその影響に差が出る。できるだけ早

い時期から補聴器を活用することを含めた適切な配慮や

教育的援助がないと、重度・最重度の聴覚障害児の学業

成績は小学校３年から４年どまりに、軽度から中等度の

聴覚障害児でも正常な聴力の同級生たちよりも、１年か

ら４年低いレベルに落ちてしまう。

１．２語彙

①聴覚障害児は、目に見える具体的な単語は、抽象的

な単語に比べて簡単に覚える。しかし、助詞などの

機能語を誤用することが多い。

②聴覚障害児は複数の意味をもつ多義語の理解が困難

である。

③正常な聴力の子どもに比べて聴覚障害児は語彙の発

2．難聴の程度とその影響及び教育的配慮

難聴の程度（500～4000Hzの平均聴力レベル）に応じ
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になる。聞き取る努力が必要なため，級友たち以上に疲

れを感じる。

２２３「藪青雨配蘆１

教室では，補聴器とＦＭ補聴器または拡声用マイ

クの使用が有効である。適切な座席の位置と照明が必要

となる。言語力の評価と教育的経過観察のために特殊教

育機関へ照会する。聴能を高める必要がある。語彙と言

語発達，発音，読話と読解力の指導に注意を払う必要が

ある。自信をつけさせるための援助が必要な場合もある。

担任教師は聴覚障害教育についての研修が必要となる。

てどのように聞こえとことばに障害が及ぶか、心理的・

社会的影響はどうか、それに対する教育の必要`性と配慮

はいかにあるべきかについて、一般的な様相を以下に述

べる。

２１匠箒Z緬而]扇｡＜16~25dBHL＞
聞こえとことばへの影響２．１．１

小声による会話や離れたところの会話を聞き取る

ことが困難となる。聴力が120dB程度でも，教師が離れ

ている場合や，特にことばによる指導が主体の教科で，

教室が騒がしい場合，会話の10％程度を聞き逃してしま

う。 Ｚ３ＥｆＪ專藤鰯１＜41～55dBHL＞
心理的・社会的影響 ２．３．１２．１．２

知っている構文と語彙で話してあげれば，ｌ～

1.5ｍの距離で対面した会話が理解できる。しかし，補聴

器をつけなければおよそ40ｄＢの難聴の場合５０～70％，

50dBの難聴の場合80～100％の割合で会話を聞き逃す可

能性がある。構文・語彙などの言語能力の遅れと発音の

未熟さや声質の歪みなどが起こりやすい。

会話の内容を理解するのに大切な手がかりとなる

ことばがはっきりしないために場にそぐわないことをし

たりヘマをしたりする子どもだと見られてしまうことが

ある。友人たちのペースの速いやりとりが理解できない

場合がある。このため，自信を失ったり社会適応の面で

の影響が出はじめることがある。また，幼稚な行動を示

すことがある。聞き取る努力が必要なので，ほかの級友

以上に疲れを感じることがある。

２１．３「藪胄ii5i更蘆１
聴力型にもよるが，低利得あるいは低出力の補聴

器かＦＭ補聴器が便利な場合がある。教室が騒がしかっ

たり反響する場合，マイクを使っての拡声が有効な場合

もある。座席の位置も適切にすべきである。特に，再発

性中耳炎の既往歴がある場合は，語彙や発音に注意する

必要がある。伝音難聴には，適切な医学的管理が必要で

ある。担任教師は言語の発達と学習への難聴の影響につ

いて研修を受ける必要がある。

心理的・社会的影響２．３．２

しばしば，この程度の難聴でも，コミュニケーシ

ョンに著しく影響を受け，正常な聴力をもつ仲間との交

友関係がますます難しくなる。常時補聴器をつけ，マイ

クの世話になっている様子を周囲が見て，不当に能力の

低い子どもと見なされてしまう場合がある。自尊心が傷

つけられる場面が出てくる。

２３．３廠寶ii5i更鬮
言語評価と教育的経過観察のために，特殊教育機関に

照会する。補聴器とＦＭ補聴器が必要である。難聴学級

などの教育が,小学校で必要になる場合がある。口語力，

読解力，作文力の発達に注意を要する。聴能訓練と発音

指導が通常必要となる。担任教師は聴覚障害教育につい

て研修を受ける必要がある。

２２塵匿露i葎、＜26~40dBHL＞
聞こえとことばへの影響２．２．１

聴力が30dB程度だと，２５～40％の会話を聞き逃

すことがある。学校での聞き取りの困難度は，教室での

騒音レベル，教師との距離，聴力型に左右される。３５～

40ｄＢになると，学級討論での会話の少なくとも50％を

聞き逃すことがある。特に，声が小さかったり，話し手

が見えない場合に聞き取ることができない。高周波数に

聴力低下がある場合は，子音を聞き逃してしまう。

２４［Z霞房薙１W薊く56~70dBHL＞
聞こえとことばへの影響２．４．１

補聴器がないと，ことばを理解させるために非常

に大声で会話をしなければならない。聴力がおよそ

55dB以上になると，会話の内容を100％聞き逃してしま

う可能性がある。一対一やグループの会話において，音

声言語による意思伝達の困難さは顕著となる。言語力の

遅れ，発音の明瞭性の低下，調子の外れた声の出し方が

認められる。

心理的・社会的影響２．２．２

「自分に都合のよいことしか聴こえない」「ぼん

やりほかのことを考えている」「注意が散漫だ」などと

とがめられることで自信を失くすことがある。大事なこ

とを聞き逃さない選択的聴取能力が落ち始め，環境騒音

に影響されやすくなり，学習環境がストレスの多いもの

心理的・社会的影響２．４．２

学校生活上の情報が不足するので，仲間や教師に

学習能力の低い子どもと見なきれてしまうことがある。
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自己認識の甘さや社会性の未熟さを指摘されるようにな

り，周囲からの疎外感が生じる。

２４３「藪胄雨i元蘆１
常時補聴器をつけることは不可欠である。言語力

の遅れの程度により，専門の教師の指導を受けたり難聴

学級に入ったりする必要がある。言語指導，言語を中心

にした教科指導，読み書きの指導に特別の援助が必要と

なる。子どもの経験に基づいた言語の基礎を広げるため

の援助が必要である。通常の学級で学ぶ場合にはその担

任教師は聴覚障害教育の研修を受ける必要がある。

２．６．２ 心理的・社会的影響

聴覚／口話能力，仲間の手話使用，両親の態度に

より，次第に聾文化に関わることを好むようになったり，

逆に嫌うようになったりすることがある。

２６３扉而ii面圖
言語指導と教科指導を中心とした聾教育のプログ

ラムが必要となる。聾教育が受けられないならば，専門

家による指導と総合的な援助体制を必要とする。補聴器

の早期使用が有効である。人工内耳や触振動覚補聴器の

使用の可能性もある。コミュニケーション手段と学習方

法の継続的評価が必要である。有効であれば，通常学級

の授業に部分的に参加させる。２．５「董藤廠可＜71～90dBHL＞
２．５．１

補聴器がないとき，耳から30ｃｍぐらいからの大声

がやっと聴こえる。補聴器が最適に調整されていれば，

周囲の音が確認でき，会話音を聞き取ることができる。

難聴が言語習得以前からある場合，放っておくと音声言

語と発音は自然には発達せず,非常に遅れることがある。

最近難聴になったのであれば，発音は損われ，声の出し

方は調子はずれになりやすい。

２７Rim;匠難聴１＜片方の耳は正常，他方の
耳は恒常的な軽度難聴である場合＞

聞こえとことばへの影響２．７．１

小声や離れたところの会話を聞くことが難しい。

通常，音や声の方向を判断することが難しい。周囲が騒

がしかったり，反響したりすると，会話を理解すること

がよりいっそう困難となることがある。難聴のある耳側

から，特に，グループ討論で小声の会話を聞き取り，理

解することに困難がある。

心理的・社会的影響２．５．２

友達や遊び仲間として難聴をもつ相手を選ぶこと

がある。その結果，健聴児との交流の機会をさらに少な

くしてしまうことになるが，こうした仲間との交友関係

が，自己認識や聞こえない者としてのアイデンティティ

ーを培うことにもなる。

２５．３廠寶ii5iHE圖
常時，聴能と読話の指導，言語指導と発音指導を

強調した難聴学級の聴覚／口話プログラムを必要とす

る。難聴が80～90ｄＢに近づくにつれ，特に，ことばを

覚える初期の年齢には多感覚を活用したアプローチが有

効となる。補聴器とＦＭ補聴器の使用が必要である。コ

ミュニケーションの方法が適切であるかをチェックする

ことが必要である。生徒にとって有効であれば，通常の

授業に参加させる。その場合には担任教師の聴覚障害児

教育についての研修が欠かせない。

心理的・社会的影響２．７．２

静かな場面と雑音のある場面では，子どもにとっ

てことばの理解力に差が生じるため，「聞きたいことだ

けを聞いている」と，とがめられる場合もある。聞き取

る努力が必要なため，級友以上に授業で疲れを感じる。

注意が散漫であったり，いらいらしているように見られ

ることもある。行動上の問題が表面化することが時々あ

る。

２７．３廠冑ii5i更i罰
教室では，補聴器やマイクによる拡声が有効と考

えられる。CROS補聴器は静かなところで役立つ場合が

ある。適切な座席の位置と照明が必要である。学習困難

に陥る危険性があり，困難な場面が生じたら直ちに援助

できるように教育的配慮を欠かさない。担任教師の聴覚

障害に関する研修が必要である。
２６鳫董藤繭司く91dB以上＞
２．６．１

適切な補聴器の調整を行なえば，音声の韻律情報

や母音を聞き取ることができる。しかし，音のパターン

よりも振動の方がわかりやすい子どもは，コミュニケー

ションと学習の主要な手段として,聴覚より視覚に頼る。

特別な教育をしなければ音声言語能力は発達しない。最

近難聴になった場合には，保持していた音声言語が急速

に退化する可能性がある。
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